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霞
昭
和
五
十
四
年
度
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行
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昭
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年

度

文

部

省

所

管

予

算

に

つ

い

て

．．．．． 
…
・
:
宮
地
貫
一

文
教
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策
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立
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め
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補

教

員
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試
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期

間

と

試

補

研

修

の

形

態

（

西

ド

イ

ツ

）

一

i
文
部
省
の
ま
ど

一
昭
和
五
十
三
年
度
学
校
基
本
調
査
速
報

~
卒
業
後
の
状
況
調
査
（
高
等
教
育
機
関
）
・
・
・
・
・
・
・
・
大
臣
官
房
調
査
統
計
課

9
3
-

i
昭
和
五
十
四
年
三
月
高
等
学
校
卒
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定
者

一

の

就

職

決

定

（

内

定

）

状

況

…
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業
教
育
課
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文
化
財
写
真
と
解
説
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村
上
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一
）
…
…
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表
紙
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カ
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ト
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秀
一

克
明
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正
澄
一 譲

第

有
彦 徹
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一
良

52

基
弘 浩 丞

ニニ―――号

昭
和
五
十
四
年
四
月
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文
化
庁
関
係
の
昭
和
五
十
四
年
度
予
算
額
は
、
三
八
五
億
二
、

0
六

0
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
は
昭
和
五
十
三
年
度
当
初
予
算
額
三
三
四
億
五

六
0
万
円
に
比
べ
て
五
十
一
億
一
、
五

0
0万
円
(
-
五
・
三
％
）
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
主
要
事
項
別
に
み
る
と
、
ま
ず
芸
術
文
化
の
振
興
で
は
、
七

六
億
八
、
八
三

0
万
円
を
計
上
し
、
対
前
年
度
比
一
六
・
六
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。

次
に
文
化
財
の
保
護
の
充
実
に
つ
い
て
は
二
四
七
億
五
、
七
二

0
万

円
を
計
上
し
、
―
ニ
・
ニ
％
の
増
加
と
な
り
、
国
立
文
化
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
三
四
・
三
％
増
の
五
一
億
三
、
二
五

0
万
円
を
計
上
し

和
五
十
四
年
度
は
公
演
費
の
単
価
増
を
図
り
前
年
度
と
同
じ
く
五
種
目

一
八
八
回
の
公
演
を
行
う
経
費
一
億
五
、
八
八

0
万
円
を
計
上
し
て
い

る。
ま
た
、
国
際
児
童
年
を
記
念
し
て
ア
セ
ア
ン
諸
国
か
ら
優
れ
た
民
族

芸
能
を
招
へ
い
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
か
ら
こ
れ
ら
諸
国
に
合
唱
団

を
派
遣
し
、
芸
術
を
通
じ
て
こ
ど
も
達
の
情
操
の
涵
養
と
国
際
理
解
に

資
す
る
た
め
、
国
際
児
童
年
記
念
交
流
特
別
公
演
を
実
施
す
る
経
費

四
、
九
七

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

（二）

青
少
年
芸
術
劇
場

一
四
歳
か
ら
一
九
歳
ま
で
の
青
少
年
を
対
象
に
、
一
流
芸
術
家
に
よ

る
優
れ
た
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
H

、
歌
舞
伎
等
を
無
料
で
鑑
賞
す
る
機
会
を

提
供
す
る
事
業
で
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
五

十
四
年
度
は
、
従
来
の
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
工
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
歌
舞

伎
、
新
劇
、
文
楽
、
能
・
狂
言
、
邦
楽
・
邦
舞
に
大
衆
芸
能
を
加
え
九

種
目
と
す
る
と
と
も
に
、
公
演
費
の
単
価
増
を
図
り
、
二

0
三
回
の
公

演
を
行
う
経
費
三
億
一
、
ニ
―

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
移
動
芸
術
祭

移
動
芸
術
祭
は
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
昭
和
五

十
四
年
度
は
、
公
演
費
の
単
価
増
を
図
り
、
春
季
七
種
目
、
一

0
三
公

演
、
秋
季
九
種
目
一
七
六
公
演
を
実
施
す
る
経
費
四
億
一
、
三
八

0
万

て
い
る
。

以
下
、
文
化
庁
予
算
に
つ
い
て
、
重
点
事
項
別
に
概
説
す
る
こ
と
と

す
る
。

地
方
芸
術
文
化
の
振
興

⇔
こ
ど
も
芸
術
劇
場

六
歳
か
ら
一
三
歳
ま
で
の
小
・
中
学
校
の
児
童
•
生
徒
を
対
象
に
一

流
芸
術
家
に
よ
る
優
れ
た
児
童
劇
、
バ
レ
ニ
等
を
無
料
で
鑑
賞
す
る
機

会
を
提
供
す
る
事
業
で
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭

円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑲
堆
方
芸
術
文
化
活
動
費
補
助

①
県
高
校
芸
術
文
化
祭
等
補
助

地
方
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県
が

主
催
す
る
高
校
生
の
演
劇
、
音
楽
、
美
術
、
邦
楽
等
の
文
化
祭
の
県
大

会
及
び
全
国
大
会
を
補
助
す
る
も
の
で
、
高
校
生
の
文
化
活
動
を
助

長
し
、
高
校
生
の
全
人
的
発
達
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
都
道

府
県
の
行
う
音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
、
美
術
、
文
芸
等
の
事
業
を
含
め
て

補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
四
年
度
は
、
補
助
対
象
を
二

七
都
道
府
県
か
ら
三
五
都
道
府
県
に
増
や
し
、
一
億
九
三

0
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

②
参
加
す
る
文
化
活
動
費
等
補
助

地
城
に
お
け
る
住
民
が
単
に
芸
術
文
化
を
享
受
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
積
振
的
に
各
種
の
芸
術
文
化
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
市
町
村
が
行
う
各
種
の
芸
術
文
化
行
事
（
文
化
施
設
の
行
う
自
主
事

業
を
含
む
。
）
を
補
助
す
る
経
費
一
億
一
、
九
七

0
万
円
を
計
上
し
て
い

る。⑮
堆
方
文
化
施
設
の
整
備

地
方
芸
術
文
化
推
進
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

文
化
施
設
（
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
も
な
り
、
舞
台
芸
術
鑑
賞
の
場

芸
術
文
化
の
振
興

国
立
能
楽
堂
（
仮
称
）

神

山

の
殖
工
な
ど
ー
ー
ー

ー
ー
文
化
施
設
整
備
費
補
助
の
拡
充
、
指
定
文
化
財
管
理
費
補
助
の
新
設
、

文
化
行
政
の
振
興

正
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文
化
振
興
、
在
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
助
成
、
青
少
年
等
へ
の
芸
術
普
及
、

芸
術
文
化
資
料
の
整
備
、
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
等
の
事
業
を
活
発
化

し
、
そ
の
促
進
充
実
を
図
る
た
め
、
芸
術
文
化
団
体
が
行
う
こ
れ
ら
の

事
業
に
対
し
て
補
助
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
四
年
度
は
、
五
十
三
年

度
よ
り
一
儲
五
、

0
0
0万
円
増
の
一
ー
億
五
、

0
五
0
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。国
立
美
術
館
等
整
備
運
営

臼
東
京
国
立
近
代
美
術
館
＜

収
蔵
庫
新
営
工
事
の
た
め
、
二
年
次
計
画
の
第
二
年
工
事
費
と
し
て

二
億
四
、
九
五

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー

整
備
構
想
調
査
、
特
別
展
「
ド
ロ
ー
ネ
ー
展
」
「
日
本
の
型
染
展
」
開

催
経
費
等
を
含
め
三
億
二
、
八
三

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
京
都
国
立
近
代
美
術
館

特
別
展
「
プ
レ
イ
ン
カ
の
染
織
」
開
催
費
を
含
め
一
億
六
、
七
七
〇

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
国
立
西
洋
美
術
館

国
立
西
洋
美
術
館
新
営
の
た
め
の
官
庁
営
繕
費
に
よ
る
建
設
費
三
年

計
画
の
第
三
年
次
分
八
億
一
、
八
七

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、

特
別
展
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
水
彩
と
素
描
」
開
催
費
、
新
館
完
成
に
伴
う

設
備
整
備
等
経
費
を
含
め
三
億
七
、
一
七

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

r

'

9

9

9

1

1

1

9

,

'

ー

と
も
な
る
劇
湯
、
音
楽
ホ
ー
ル
、
美
術
展
示
湯
等
の
機
能
を
も
つ
施
設
）
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
人
ロ
一

0
万
人
以
上
の
都
市
及
び
広
城

市
町
村
圏
の
中
心
都
市
で
文
化
施
設
未
設
置
の
市
町
村
か
ら
と
い
う
方

針
で
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
そ
の
建
設
費
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
昭
和
五
十
四
年
度
は
、
一
館
当
た
り
単
価
七
、
五

0
0
万
円
を

八
、
五

0
0万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
施
設
数
も
一
六
館
か
ら
二

〇
館
に
増
や
し
、
一
七
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
城
を
こ
え
た
地
城
に
お
け
る
文
化
拠
点
と
な
る
大

規
模
な
文
化
施
設
を
設
饂
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の
設
置
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
特
別
文
化
施
設
整
備
費
補
助
金
は
、

五
十
三
年
度
に
引
き
続
き
一
施
設
分
の
二
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

二
創
作
活
動
の
助
成
等

0

芸
術
祭

優
れ
た
芸
術
を
広
く
一
般
に
提
供
し
、
併
せ
て
芸
術
家
の
意
欲
的
な

公
演
発
表
を
う
な
が
す
芸
術
祭
に
つ
い
て
は
、
毎
年
秋
、
東
京
で
開
催

す
る
ほ
か
地
方
都
市
公
演
と
し
て
大
阪
に
お
い
て
も
開
催
し
て
い
る

が
、
昭
和
五
十
四
年
度
は
、
東
京
公
演
と
し
て
邦
楽
・
邦
舞
、
オ
ペ

ラ
、
バ
レ
ニ
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
、
演
劇
、
大
衆
芸
能
、
民
族
芸
能
・
民

読
、
能
楽
、
現
代
音
楽
（
交
響
楽
を
含
む
3

の
九
種
目
を
、
大
阪
公
演

と
し
て
邦
楽
・
邦
舞
、
オ
ペ
ラ
の
二
穂
目
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
と

(-) 

文
化
財
保
護
の
充
実
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し
て
、
九
、
一
六

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔

芸

術

家

の

研

修

．

①
芸
術
家
在
外
研
修

美
術
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、
映
画
、
舞
台
美
術
・
舞
台
照
明
等
の

各
分
野
か
ら
将
来
性
に
富
む
新
進
の
芸
術
家
を
選
ん
で
海
外
に
派
遣

し
、
専
門
分
野
に
つ
い
て
実
地
に
研
修
さ
せ
、
有
為
な
人
材
の
育
成
に

資
す
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
五
十

四
年
度
は
従
来
か
ら
の
研
修
期
間
一
年
の
研
修
員
二
五
名
、
研
修
期
間

二
年
の
研
修
員
四
名
の
ほ
か
、
新
た
に
七
名
を
三
か
月
間
海
外
に
派
遣

す
る
特
別
派
遣
制
度
を
設
け
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
と
し
て
一
億

三
、
九
六

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

②
芸
術
家
国
内
研
修

我
が
国
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、
舞

台
美
術
等
の
各
分
野
に
お
け
る
新
進
芸
術
家
を
国
内
の
専
門
研
修
施
設

で
研
修
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
四
年
度
は
対
象
入
員
を
三

0
名
か
ら
四

0
名
に
増
や
し
、
新
た
に
美
術
も
対
象
と
す
る
こ
と
と

し
、
研
修
員
一
人
に
対
し
年
額
四

0
万
円
を
支
給
す
る
た
め
の
経
費

一
、
五
四

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

回
芸
術
文
化
関
係
団
体
の
事
業
に
対
す
る
助
成

芸
術
文
化
の
向
上
普
及
の
た
め
従
来
か
ら
、
創
作
活
動
、
池
方
芸
術

⑲
国
立
国
際
美
術
館

特
別
展
「
イ
タ
リ
ア
近
代
美
術
の
流
れ
と
日
本
」
開
催
費
を
含
め
二

億
七
、
二
六

0
万

円

を

計

上

し

て

い

る

。

今

⑮
国
立
国
語
研
究
所

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
に
、
新
た
に
客
員
研
究
員
制
度
を
設
け
る
こ

と
と
し
た
ほ
か
、
辞
典
編
集
経
費
を
含
め
二
億
四
二

0
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

一
国
有
文
化
財
の
保
存
等

国
有
文
化
財
で
あ
る
北
海
道
大
学
農
学
部
第
二
農
場
、
旧
米
沢
高
等

工
業
学
校
本
館
、
旧
緒
方
洪
庵
住
宅
、
高
松
塚
古
墳
壁
画
等
の
保
存
修

理
を
実
施
し
、
ま
た
、
東
福
寺
三
門
、
神
戸
市
に
あ
る
袈
裟
禅
文
銅

鐸
、
木
造
如
意
輪
観
音
坐
像
等
の
模
写
模
造
を
行
う
た
め
の
経
費
等
、

二
億
1

1

、
六
四

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

有
形
文
化
財
保
存
等
の
補
助

建
造
物

重
要
文
化
財
建
造
物
の
修
理
事
業
と
し
て
東
大
寺
金
堂
、
神
部
浅
間

．
神
社
、
西
本
願
寺
等
の
修
理
に
要
す
る
補
助
金
二
七
億
四
、
八

0
0万

円
、
ま
た
、
防
災
事
業
等
と
し
て
、
警
報
設
備
・
消
火
設
備
・
避
雷
設

- 81 - - 80 -



管
理
費
等

国
指
定
の
文
化
財
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
所
有
者
・
管

理
者
の
負
担
と
さ
れ
て
い
る
た
め
管
理
の
適
正
に
問
題
を
生
じ
て
き
て

い
る
の
で
、
新
た
に
、
防
災
設
備
の
保
守
点
検
、
小
修
理
、
燻
蒸
殺
虫

等
、
文
化
財
の
維
持
管
理
上
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
地

方
公
共
団
体
を
通
じ
て
助
成
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
要
す
る
補
助
金

等
二
億
一
、
一
八

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

三
無
形
文
化
財
等
の
助
成

り
無
形
文
化
財

文
楽
、
能
楽
、
友
禅
、
蒔
絵
等
の
重
要
無
形
文
化
財
の
保
存
と
活
用

を
図
る
た
め
、
伝
承
者
の
養
成
事
業
と
し
て
文
楽
協
会
等
に
対
す
る
補

助
金
一
億
四
、

0
八
0
万
円
、
公
開
事
業
と
し
て
日
本
伝
統
工
芸
展
等

に
要
す
る
補
助
金
四
六

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
対
し
て
、
技
の
維
持
向
上
と
伝

承
者
の
養
成
に
資
す
る
た
め
、
重
要
無
形
文
化
財
保
存
特
別
助
成
金
一

億
五

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
特
殊
法
人
国
立
劇
場

に
対
し
て
、
伝
統
芸
能
の
保
存
振
興
の
た
め
、
そ
の
公
開
、
伝
承
者
養

成
事
業
等
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
大
衆
芸
能
の
資
料
の
保
存
活
用
等

を
目
的
と
す
る
演
芸
資
料
錮
の
運
営
費
を
含
め
、
ニ
―
億
二
、
八
八
〇

万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。
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備
の
設
置
（
一
般
防
災
）
、
法
隆
寺
総
合
防
災
設
備
の
整
備
（
特
殊
防
災
）

を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
保
全
事
業
、
民
家
保
存
管
理
施
設
の
設
置
に

要
す
る
補
助
金
六
億
二
、
七
七

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
民
家
の
買
上
げ
、
近
世
社
寺
建
築
の
緊
急
調
査
に
要
す
る
補
助
金

と
し
て
三
、
八
七

0
万

円

を

計

上

し

て

い

る

。

』

⇔
美
術
工
芸
品

重
要
文
化
財
美
術
工
芸
品
に
つ
い
て
も
、
建
造
物
の
場
合
と
同
様
、

修
理
事
業
及
び
防
災
事
業
等
を
行
う
こ
と
と
し
、
修
理
事
業
に
要
す
る

補
助
金
一
億
八
、

0
0
0万
円
、
防
災
事
業
と
し
て
消
火
設
備
等
の
一

般
防
災
設
備
の
設
置
に
要
す
る
補
助
金
二
、

0
0
0万
円
を
計
上
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
古
文
書
及
び
歴
史
資
料
の
調
査
に
要
す
る
補
助
金

二
、
五
八

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国

記

念

物

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
は
、
開
発
に
対
応
す
る
文
化
財
の

公
有
化
の
進
展
に
伴
い
、
本
年
度
は
特
に
史
跡
等
の
保
存
修
理
、
整
備

に
要
す
る
補
助
金
の
大
幅
増
を
図
り
、
一

0
億
一
三

0
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

ま
た
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
等

の
天
然
記
念
物
の
給
餌
、
人
工
増
殖
等
の
事
業
に
要
す
る
補
助
金
五
、

七
五

0
万
円
、
史
跡
等
の
保
存
管
理
計
画
を
策
定
す
る
事
業
に
要
す
る

補
助
金
、
天
然
記
念
物
緊
急
調
査
に
要
す
る
補
助
金
等
二
、
二
七

0
万

円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
特
別
天
然
記
念
物
カ
モ
シ
カ
、
ツ
ル
に
よ

る
造
林
木
、
農
作
物
等
に
対
す
る
食
害
が
近
年
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
新
た
に
、
個
体
数
調
整
、
被
害
防
除
対
策
等
食
害
対

策
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
要
す
る
補
助
金
六
、
四
二
〇

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑲
埋
蔵
文
化
財

近
年
に
お
け
る
開
発
事
業
の
急
激
な
進
展
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
処
す
る

た
め
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
池
に
お
け
る
土
木
工
事
等
に
先
立
っ
て
行
う

発
掘
調
査
に
要
す
る
補
助
金
一
三
億
円
の
ほ
か
、
特
に
大
規
模
な
開
発

が
予
想
さ
れ
る
地
域
に
所
在
す
る
遺
跡
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
布
調
査

等
に
要
す
る
補
助
金
八
、
一
五

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
重

要
遺
跡
に
つ
い
て
そ
の
周
知
微
底
と
保
存
対
策
樹
立
の
た
め
基
礎
資
料

を
作
成
す
る
事
業
及
び
埋
蔵
文
化
財
出
土
遺
物
保
存
処
理
事
業
に
要
す

る
補
助
金
四
、
五

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑮
伝
統
的
建
造
物
群

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
行
う
修
理

事
業
、
防
災
事
業
、
調
査
等
に
要
す
る
補
助
金
と
し
て
一
億
五
、
三
九

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
民
俗
文
化
財

秩
父
祭
屋
台
等
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
修

理
・
防
災
事
業
に
要
す
る
補
助
金
五
、

0
九
0
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。
ま
た
、
調
査
事
業
と
し
て
、
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
数
多
く

の
民
謡
が
近
年
の
急
激
な
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
っ
て
衰
滅
、
変
容
し

つ
つ
あ
る
た
め
、
新
た
に
都
道
府
県
に
助
成
し
て
、
そ
の
実
態
を
緊
急

に
調
査
し
、
系
統
的
に
記
録
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
要
す
る

補
助
金
一
、
五

0
0万
円
の
ほ
か
、
全
国
各
地
の
方
言
を
調
査
し
、
こ

の
記
録
・
保
存
を
行
う
各
地
方
言
収
集
緊
急
調
査
等
に
要
す
る
補
助
金

五
、
八
四

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

み

ぶ

次
に
、
壬
生
狂
言
（
京
都
府
）
、
花
祭
（
愛
知
県
）
等
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
伝
承
者
養
成
事
業
と
し
て
六

0
の
保
存

団
体
に
対
す
る
補
助
金
六
、

0
0
0万
円
及
び
民
俗
芸
能
大
会
等
の
公

開
事
業
に
対
す
る
補
助
金
等
一
、
一
八

0
万
円
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
民
俗

文
化
財
の
映
画
製
作
、
通
過
儀
礼
の
映
像
記
録
作
成
等
に
必
要
な
補
助

金
一
、
五
六

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
文
化
財
保
存
技
術

文
化
財
の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な
技
術
・

技
能
で
あ
る
建
造
物
修
理
技
術
、
彫
刻
・
エ
芸
品
修
理
技
術
、
屋
根
葺

技
術
等
の
文
化
財
保
存
技
術
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
伝
承
者
の
養
成
、
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国
立
文
化
施
設
の
整
備

文
化
財
等
の
公
有
化
促
進

臼
重
要
文
化
財
等
買
上
げ

国
民
共
通
の
遺
産
と
し
て
価
値
の
高
い
国
宝
・
重
要
文
化
財
等
で
、

国
に
お
い
て
保
存
活
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
買
上
げ
る
経
費
と

し
て
一
八
億
四
、
ニ
ニ

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
平
城
及
び
飛
鳥
•
藤
原
宮
跡
等
の
買
上
げ

平
城
宮
跡
や
飛
鳥
•
藤
原
池
城
は
、
我
が
国
の
歴
史
上
そ
の
意
義
が

特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
保
存
の
た
め
毎
年
買
上
げ
の
予

算
を
計
上
し
て
き
て
い
る
。
平
城
宮
跡
に
つ
い
て
は
、
東
院
跡
埴
等
の

買
上
げ
に
要
す
る
経
費
等
二
億
九
、
九
五0
万
円
、
ま
た
、
飛
鳥
•
藤

原
池
区
に
つ
い
て
は
、
藤
原
宮
跡
等
の
買
上
げ
に
要
す
る
経
費
五
億

八
‘
-
―

1
0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

回
史
跡
等
買
上
げ
補
助

開
発
事
業
等
に
よ
る
破
壊
か
ら
史
跡
等
を
但
久
的
に
保
存
す
る
た

め
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
公
有
化
に
要
す
る
経
費
と
し
て
前
年
度
に

比
し
六
億
三

0
0万
円
増
の
六
七
億
五
、
三

0
0万
円
の
補
助
金
を
計

上
し
、
公
有
化
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

円
を
計
上
し
て
い
る
°

ま
た
、
国
立
博
物
館
等
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
引
き

続
き
京
都
国
立
博
物
館
の
文
化
財
修
理
所
新
営
の
経
費
三
億
五
、
四
五

0
万
円
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
庁
舎
統
合
移
転
経
費
四
億
二
、

二
三

0
万
円
等
総
額
―
二
億
二
、
六
八

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

一
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
）
の
建
設
推
進

千
葉
県
佐
倉
市
に
建
設
中
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
仮
称
）
は
、

我
が
国
の
考
古
資
料
、
歴
史
資
料
及
び
民
俗
文
化
財
を
収
集
・
保
管
・

展
示
す
る
と
と
も
に
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
及
び
教
育
普
及
活
動
を
行
い
、

も
っ
て
国
民
は
じ
め
広
く
世
界
の
人
々
が
我
が
国
の
歴
史
と
民
俗
に
親

し
み
、
そ
の
知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
前
年
度
に
引
き
続
き
建
設
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
施
設
整
備
甍
四
一
億
五
三

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
博
物

館
資
料
買
げ
、
情
報
ジ
ス
テ
ム
基
本
計
画
策
定
等
設
立
準
備
費
二
億

二、

0
五
0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

二
国
立
能
楽
堂
（
仮
称
）
の
建
設
麓
手

新
た
に
実
施
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
建
設
（
東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ケ

谷
の
東
京
通
産
局
跡
地
）
に
豫
手
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
経
費
と

四

9
_

—
ー
＿
l
-
雪
―
―

技
術
・
技
能
の
錬
磨
及
び
記
録
作
成
に
資
す
る
た
め
、
選
定
保
存
技
術

の
保
持
者
・
保
存
団
体
に
対
し
六
、
七
四

0
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し

て
い
る
。

（
文
化
庁
長
官
官
房
会
計
課
長
）

五
文
化
財
保
存
施
設
整
備
費
補
助

重
要
文
化
財
美
術
工
芸
品
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
等
を
火
災
等
の

災
害
か
ら
保
護
し
、
盗
難
、
虫
・
カ
ビ
等
の
害
か
ら
守
る
た
め
、
収
蔵

庫
等
の
保
存
施
設
の
設
置
に
要
す
る
補
助
金
二
億
八
、
一
九

0
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
池
城
社
会
の
民
俗
文
化
財
等
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
保
存
活

用
を
図
る
た
め
の
施
設
と
し
て
歴
史
民
俗
資
料
館
の
建
設
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
、
市
町
村
立
四
五
館
分
に
つ
い
て
は
、
単
価
増
（
四

0
0万

円
を
六

0
0万
円
に
）
を
図
り
、
県
立
二
館
分
を
含
め
、
こ
れ
に
要
す
る

補
助
金
三
億
四
、
五

0
0万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
埋
蔵
文
化
財

出
土
品
等
の
研
究
・
収
蔵
の
機
能
を
有
す
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
館
数
増
（
四
館
を
六
館
に
）
を
図
り
、
ま
た
、
文
化
財

研
究
施
設
に
対
す
る
補
助
を
含
め
総
額
二
億
五
、

0
0
0万
円
を
計
上

し
て
い
る
。国
立
博
物
館
等
整
備
運
営

東
京
・
京
都
・
奈
良
の
国
立
博
物
館
の
陳
列
品
購
入
費
と
し
て
三
億

八
、
三
七

0
万
円
、
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
の
フ
ラ
ン
ス
・
ギ
メ
ー

博
物
館
所
蔵
「
東
洋
美
術
名
品
展
」
な
ど
特
別
展
の
た
め
の
経
費
と
し

て
一
億
八
、
四
二

0
万
円
等
、
国
立
の
三
博
物
館
及
び
東
京
・
奈
良
の

国
立
文
化
財
研
究
所
の
運
営
費
を
含
め
、
総
額
一
七
億
一
、
一
四

0
万

し
て
、
六
億
九
、
九
三

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

三
国
立
文
楽
劇
場
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

大
阪
市
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
国
立
文
楽
劇
場
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
基
本
設
計
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
経
費
を
含
め
て
、

五
、
一
五

0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

四
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

現
代
芸
能
の
た
め
の
第
二
国
立
劇
場
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

十
六
年
度
か
ら
調
査
費
を
計
上
し
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
に
は
第
二

国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
が
発
足
し
、
そ
の
目
的
、
性
格
、
事
業
、

施
設
等
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
基
本
構
想
を
ま
と
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
昭
和
五
十
四
年
度
は
、
従
来
か
ら
の
調
査
を
進
め
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
準
備
を
さ
ら
に
一
．
歩
進
め
、
用
地
が
確
定
次

第
建
築
設
計
競
技
の
第
一
段
階
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の

経
費
と
し
て
設
計
競
技
準
備
費
を
含
め
て
四
、

0
1
0万
円
計
上
し
て

い
る
。 六

9
'
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岸
田
劉
生
が
こ
し
；
i
,
｛
，
り
，
、
四
大
正
四
年
―
―
l
'

心

五

日
、
二
四
歳
の
時
で
口
＇
ニ
ー
一

11
う
人
は
一
種
の
記
録
i
虹
口

よ
う
な
と
こ
ろ
が
＇
）
〈
＇
ご
ノ
一
ー

L

□
千
は
も
ち
ろ
ん
画
集
、
展
覧
会
国

録
な
ど
、
槙
会
さ
え
あ
れ
ば
自
分
の
作
品
の
解
況
か
巳
日
常
生

活
の
片
女
た
る
出
来
事
ま
で
書
き
残
し
て
い
る
の
だ
が
P

こ
れ
に

つ
い
て
も
「
そ
の
土
や
草
は
、
ど
こ
迄
も
し
っ
か
り
L
『
じ
か
に

土
そ
の
も
の
の
芙
に
ふ
れ
て
ゐ
る
。
」
と
自
ら
感
想
を
述
べ
て

ハ
る
。こ
の
こ
ろ
劉
生
は
一
ー
ラ
ー
，
―
フ
ァ
ン
・
ア
イ
ク
な
こ

北
欧
ル
ネ
サ
ン
ス
[
-
詞
言
口
〗
』
に
‘
U方
れ
、
微
底
的
な
写
実
ご
[
U

指
し
て
い
た
。
京
叩
に
，
ふ
ぎ
こ
よ
2

)

赤
土
の
坂
道
は
、
地
刈
Il

底
か
ら
盛
り
上
っ
て
べ
ir
2

裏
つ
ば
旦
＇
コ
が
あ
り
、
痣
た
ち
が
こ
）

ん
意
識
し
な
い
土
q
へ
」
'
-
'
〔
/
i
、

3

□
:
〖
]
9・
な
力
、
存
在
感
と
いr

こ

も
の
を
渋
め
て
開
識
さ
せ
る
。
劉
生
の
風
景
画
の
代
表
作
と
し
て

霊
要
文
化
財
応
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ち
み
な
み
に
こ
の
切
通
し
は
、
現
在
の
渋
谷
区
代
マ
木
四
丁

自
も
国
霞
代
，
べ
木
駅
か
ら
真
直
ぐ
西
へ
向
い
r

小
田
愈
諒
の
線
路

を
遇
ぎ
た
所
か
ら
右
手
の
坂
道
を
描
い
た
も
の
マ
こ
赤
土
は
も
ち

ろ

ん

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

応

―

ず

で

リ

マ

ン

シ

ョ

ン

ヘ

呈

っ
て
い
る
。

岸
田
劉
生

（
岩
崎
吉
一
＼

¥ ̀““；と遍疇·~紐ぺ＇~竺：：＇合~虔惑
＇
〉
い
つ
に
な
く
暖
か
っ
に
冬
が
す
ぎ
、
陽

尤
う
ら
ら
か
な
春
の
お
と
ず
れ
と
と
も
に
、

＿
入
部
行
政
も
新
し
い
年
度
の
出
発
を
し
ま

す。＾、
，
今
月
号
は
、
例
年
ど
お
‘0
，
門
子
戸
戸

す
尋
行
政
の
展
望
の
特
集
を
祖
よ
ふ
、
し
た
。

四
兎
五
十
四
年
度
の
文
部
省
万
ご
ミ
万
―
i5
冗
配

瞬
は
、
四
兆
一
I

]

、
三
三
五
億
円
と
な
ロ
ー
て
い

を
す
。

〈
、
こ
の
文
教
予
算
に
つ
い
｛
，
｝
、
百
政
0
外

謁
か
ら
見
て
の
印
象
を
サ
ン
ケ
イ
新
聞
論
説

妥
員
の
楠
山
氏
に
警
＞
て
い
た
だ
き
ま
し

こ。ー
ま
竺
初
等
中
等
敦
育
、
高
等
教
育
、
学

紺
研
究
、
社
会
敦
育
、
体
育
・
ス
ボ
ー
ツ
、

芋
立
又
化
、
文
化
財
保
墜
な
ど
え
冗
ご
f
,
-
〖
­

行
巴
の
展
望
を
五
十
四
年
度
i
i
_
)
げ
戸
39

二
啜
贔

可
＿
中
心
に
解
説
し
ま
し
た
c

〈
、
本
年
度
か
ら
は
．
養
護
]
-
[
□い
こ

□魯
閂

実
°
]
、
放
送
大
学
の
設
罹
主
芦
こ
‘
r
"
"
「
、
放
竺

士
享
学
薗
の
新
設
、
私
学
助
吋
J
i
_
[
-
『
竺
羹
ニ

一
ヽ
争
業
賛
の
大
帽
増
隈
、
国
緊
交
流
事
業
の
拡

心
な
ど
、
殿
し
い
予
算
の
中
で
各
般
に
わ
た

受
改
差
策
の
塁
塁
塁
嘉
図
ら
れ
る
こ
と

]
に
な
り
ま
す
。

へ
．
〉
来
尻
口
で
は
、
国
際
児
童
年
の
特
集
で
す
。
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